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◎ 森林・林業技術等交流発表会を開催 技術普及課・・２

◎ 進化する国有林ＧＩＳ 計画課・・５
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～モクマオウ編～ 小笠原諸島森林生態系保全センター・・７

◎ 森づくり最前線
天竜森林管理署 瀬尻森林事務所 森林官 福田 國之・・８

「磐梯山とイエローフォール」（福島県猪苗代町）

（撮影：関東森林管理局 会津森林管理署）



２
月
14
日
・
15
日
の
両
日
、
関
東
森

林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
64

回
目
と
な
る
森
林
・
林
業
技
術
等
交
流

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
管
内
の
民
有
林
・

国
有
林
な
ど
で
は
、
林
業
の
成
長
産
業

化
に
貢
献
す
る
取
組
と
し
て
、
森
林
施

業
、
森
林
の
保
全
、
森
林
資
源
の
活
用

等
に
関
し
、
新
た
な
技
術
の
開
発
な
ど

の
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
得
ら
れ
た
技
術

の
成
果
や
調
査
・
研
究
に
基
づ
く
知
見

等
を
多
く
の
関
係
者
が
共
有
し
、
広
く

普
及
す
る
よ
う
、
毎
年
度
、
都
県
、
市

町
村
、
林

業
事
業
体
、

学
校
等
と

森
林
管
理

局
・
署
等

が
合
同
で

本
発
表
会

を
開
催
し

て
い
ま
す
。

【
発
表
課
題
】

今
年
も
国
有
林
職
員
の
ほ
か
、
県
や

町
、
研
究
機
関
の
職
員
、
林
業
を
学
ぶ

大
学
校
生
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

発
表
課
題
は
、
低
コ
ス
ト
造
林
に
関

係
す
る
課
題
（
初
期
成
長
に
優
れ
た
苗

を
用
い
た
植
栽
や
下
刈
方
法
の
見
直
し

に
よ
る
省
力
化
等
）
、
カ
ラ
マ
ツ
種
子

の
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
、
シ
カ
に

関
す
る
課
題
（
防
護
資
材
の
効
果
検
証
）
、

ヤ
マ
ビ
ル
の
被
害
対
策
の
取
組
、
外
来

植
物
駆
除
や
希
少
植
物
の
保
全
の
取
組
、

海
岸
防
災
に
関
す
る
取
組
な
ど
、
様
々

な
分
野
か
ら
25
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

【
特
別
講
演
】

２
日
目
の
午
後
に
は
、
常
葉
大
学
社

会
環
境
学
部
の
小
杉
山
准
教
授
に
よ
る

「
静
岡
森
林
管
理
署
と
常
葉
大
学
と
の

連
携
～
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害

を
ど
う
減
ら
し
て
い
く
か
（
効
率
化
、

I
O
T
化
の
推
進
）
～
」
、
及
び
、
国

立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機

構
森
林
総
合
研
究
所
森
林
災
害
・
被
害

研
究
拠
点
の
髙
橋
チ
ー
ム
長
に
よ
る

「
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
技
術
を
林
業
・

森
林
管
理
に
生
か
す
方
法
」
と
題
し
た

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
シ
カ

防
護
柵
の
管
理
方
法
や
航
空
レ
ー
ザ
ー

平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号（２）

森
林
・
林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催

技
術
普
及
課

大盛況の会場

群馬県立農林大学校の発表者

質問に回答する発表者

（左）利根沼田森林管理署 （右）天竜森林管理署

特別講演Ⅰ：常葉大学 小杉山准教授



計
測
技
術
を
用
い
た
林
分
調
査
の
省
力

化
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

来
場
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ

る
な
ど
、
シ
カ
の
被
害
対
策
や
、
航
空

レ
ー
ザ
ー
計
測
技
術
を
活
用
し
た
森
林

管
理
の
方
法
に
関
心
が
深
い
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

【
講
評
・
審
査
結
果
】

審
査
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林

研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
多

摩
森
林
科
学
園
の
山
田
園
長
を
審
査
委

員
長
と
す
る
、
５
名
の
外
部
有
識
者
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
１
課
題
が
最
優
秀
賞

を
、
８
課
題
が
優
秀
賞
、
２
課
題
が
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
田
審
査
員

長
か
ら
は
、
審
査
後
の
講
評
と
し
て

「
い
ず
れ
の
発
表
も
関
心
を
ひ
か
れ
、

と
て
も
良
い
発
表
だ
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
く
、
言
い
た
い
こ

と
が
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
若
手
職
員
か

ら
の
発
表
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

優
秀
課
題
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
点

数
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
審
査
員
一
同

大
変
苦
労
し
た
。
」
と
高
い
評
価
を
頂

き
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
受
賞
課
題
】

☆
シ
ス
テ
ム
販
売
に
お
け
る
広
葉
樹
専
用

物
件
の
取
組

福
島
森
林
管
理
署

佐
藤

匡

さ
ん

藤
木

久
司

さ
ん

【
優
秀
賞
受
賞
課
題
】

☆
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
に
お
け
る
獣
害

防
止
対
策
に
つ
い
て

～
忌
避
剤
散
布
の
効
果
と
課
題
～

利
根
沼
田
森
林
管
理
署

板
井

芳
樹

さ
ん

大
仁
田

秀
介

さ
ん

☆
群
馬
県
内
の
ヤ
マ
ビ
ル
分
布
の
拡
大
と

被
害
対
策
方
法

群
馬
県
林
業
試
験
場

坂
庭

浩
之

さ
ん

☆
ク
マ
剥
皮
被
害
材
の
利
活
用
に
向
け
た

取
組

群
馬
県

桐
生
み
ど
り
振
興
局

桐
生
森
林
事
務
所

安
藏

祐
司

さ
ん

☆
カ
ラ
マ
ツ
採
種
園
整
備

～
カ
ラ
マ
ツ
種
子
の
安
定
的
な
供
給

体
制
の
確
保
を
目
指
し
て
～

吾
妻
森
林
管
理
署

内
田

大
輔

さ
ん

大
澤

智
也

さ
ん

荻
原

渡

さ
ん

住
友
林
業
株
式
会
社

矢
野

希
代
子

さ
ん

☆
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
工
法
に
よ

る
の
り
切
工
の
実
施
及
び
無
人
航
空
機

（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
写
真
測
量
の
活
用
の
検
討

日
光
森
林
管
理
署

井
上

祥
吾

さ
ん

☆
初
期
成
長
に
優
れ
た
ス
ギ
苗
に
よ
る
下

刈
省
力
の
可
能
性

天
竜
森
林
管
理
署

濱
田

美
亜

さ
ん

福
田

國
之

さ
ん

静
岡
県

農
林
技
術
研
究
所

森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

袴
田

哲
司

さ
ん

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

（３）平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号

特別講演Ⅱ：森林総合研究所 高橋チーム長

山田審査委員長講評

審査員の方々

福島森林管理署

（左）藤木さん （右）佐藤さん



機
構

森
林
総
合
研
究
所

林
木
育
種

ン
タ
ー

加
藤

一
隆

さ
ん

☆
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
海
岸
防
災
林

の
復
旧
状
況
（
４
）

～
保
全
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の

実
施
経
過
～

磐
城
森
林
管
理
署

長
野

祐
介

さ
ん

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

小
山

浩
之

さ
ん

☆
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
Ｂ

Ｒ
）
の
取
組

～
自
然
と
人
の
調
和
と
共
生
を
実
現

す
る
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
～

群
馬
県
み
な
か
み
町

髙
田

悟

さ
ん

【
特
別
賞
受
賞
課
題
】

☆
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
山
地

災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
派
遣
活
動

報
告

関
東
森
林
管
理
局

髙
木

義
晴

さ
ん

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

板
倉

寿
美
次

さ
ん

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

田
畑

真
澄

さ
ん

☆
治
山
事
業
に
お
け
る
木
製
谷
止
工
の
施

工
に
つ
い
て

～
施
工
事
例
の
紹
介
～

福
島
森
林
管
理
署

梅
本

敦
司

さ
ん

株
式
会
社
コ
シ
イ
プ
レ
ザ
ー
ビ
ン
グ

山
内

麻
衣

さ
ん

【
結
び
に
】

今
回
の
発
表
会
に
は
、

林
業
事
業
体
や
民
間
企
業

の
方
々
、
県
や
市
町
村
、

学
校
関
係
者
な
ど
、
２
日

間
で
延
べ
4
5
0
人
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
発
表
会

を
通
じ
、
新
た
な
技
術
や

研
究
成
果
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号（４）

表 彰 式

群馬県桐生みどり振興局

桐生森林事務所

安藏 祐司さん

受賞者記念撮影



１
．
は
じ
め
に

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
１
都
10

県
の
国
有
林
約
１
１
９
万
ha
を
管
理

し
て
お
り
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営

を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
林
業
の
成

長
産
業
化
へ
の
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
広
い
国
有
林
を
適
切
に

管
理
経
営
し
て
く
た
め
に
は
、
そ
の

前
提
条
件
と
し
て
、
森
林
の
蓄
積
量
、

地
形
情
報
、
境
界
情
報
、
民
有
林
の

所
有
者
情
報
等
、
多
種
多
様
な
森
林

情
報
を
適
確
か
つ
効
率
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２
．
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て

国
有
林
野
事
業
で
は
、
様
々
な
森

林
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
国
有
林

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
国
有
林
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
を
活
用
し
、
効
率
的
な
業
務
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
（G

eo
graphic

Info
rm

atio
n
S
yste

m

）
の
略
称
で
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
管

理
さ
れ
て
い
た
森
林
基
本
図
や
森
林

簿
と
い
っ
た
様
々
な
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
処
理
し
て
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
地
理
的
位
置
を
手
が
か

り
に
視
覚
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を

可
能
に
す
る
技
術
で
す
。

身
近
な
も
の
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
の
位

置
情
報
な
ど
に
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
技
術
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
国
有
林
の

境
界
線
や
施
業
の
基
本
単
位
で
あ
る

林
班
及
び
小
班
な
ど
で
区
分
し
た
地

図
情
報
と
、
森
林
調
査
簿
（
林
小
班

ご
と
の
所
在
市
町
村
、
国
有
林
名
、

構
成
樹
種
、
林
齢
等
が
記
載
さ
れ
た

簿
冊
）
や
伐
採
樹
種
別
簿
（
５
年
ご

と
に
策
定
す
る
国
有
林
や
施
業
実
施

計
画
に
お
い
て
伐
採
を
予
定
す
る
林

小
班
の
樹
種
割
合
や
林
齢
、
予
定
し

て
い
る
伐
採
方
法
等
を
記
載
し
た
簿

冊
）
等
の
属
性
情
報
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
導
入

さ
れ
る
以
前
は
、
基
本
図
と
呼
ば
れ

る
５
千
分
の
１
の
紙
の
図
面
を
机
上

に
広
げ
、
職
員
が
森
林
調
査
簿
等
の

簿
冊
と
見
合
わ
せ
な
が
ら
伐
採
箇
所

等
の
検
討
・
抽
出
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
パ
ソ
コ
ン
上

で
の
様
々
な
検
索
が
可
能
に
な
り
、

速
や
か
に
必
要
な
情
報
を
拾
い
出
し
、

そ
れ
ら
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
画
面
上
の
地
図
を
見
な

が
ら
の
林
小
班
の
選
択
や
、
林
齢
や

樹
種
、
伐
採
履
歴
等
を
条
件
付
け
し

て
任
意
検
索
機
能
等
を
駆
使
し
、
必

要
箇
所
の
抽
出
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
施
業
計
画
の
作
成
の
ほ

か
、
森
林
施
業
や
路
網
整
備
、
災
害

調
査
等
の
様
々
な
業
務
に
お
い
て
効

果
的
・
効
率
的
な
実
行
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

３
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
携

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
平
成
16
年
に
導

入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
改
修
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
国

有
林
情
報
と
併
せ
て
民
有
林
の
情
報

（
図
面
や
所
有
形
態
等
）
を
表
示
し

た
り
、
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
で
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
た
施
業
に
取
り
組
む
際
に
、
国

（５）平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号

進
化
す
る
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ

計
画
課

紙による現況確認（ＧＩＳ導入前）

国有林ＧＩＳによる現況確認



有
林
に
隣
接
す
る
森
林
所
有
者
の
方
々

と
行
う
施
業
の
検
討
な
ど
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
業
界
で
も
活
用
が
広
が
っ

て
い
る
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

に
よ
り
撮
影
し
た
高
精
細
な
画
像
を

オ
ル
ソ
画
像
※
に
変
換
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

取
り
込
む
こ
と
で
、
最
新
の
情
報
を

視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
よ
り
正
確
な
林
況
把
握
や
災

害
発
生
時
の
迅
速
な
状
況
確
認
等
が

可
能
と
な
り
、
様
々
な
業
務
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
の
連

携
に
よ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
の
幅
が

広
が
り
、
よ
り
安
全
な
業
務
遂
行
や

省
力
化
、
山
地
災
害
対
応
に
も
貢
献

で
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

４

お
わ
り
に

近
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
森
林
・
林
業
に
お
い
て
も
、
そ

の
技
術
を
森
林
情
報
の
把
握
や
事
業

の
効
率
的
な
実
施
に
活
用
す
る
取
組

が
進
ん
で
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
適
確

か
つ
効
率
的
な
森
林
情
報
の
把
握
に

努
め
、
国
有
林
の
適
切
な
管
理
経
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
オ
ル
ソ
画
像
：
写
真
上
の
像
の
位
置
ズ
レ
を
な
く

し
、
空
中
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を
、
地
図
と
同
じ

よ
う
に
真
上
か
ら
見
た
よ
う
な
傾
き
の
な
い
、
正

し
い
大
き
さ
と
位
置
に
表
示
さ
れ
る
画
像
に
変
換

し
た
も
の

「
バ
カ
」
い
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ

バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
（
食
）

（
キ
シ
メ

ジ

科
キ
シ
メ
ジ
属
）

９
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、
広

葉
樹
林
内
地
上
に
散
生
す
る
。

カ
サ
は
、
３
㎝
か
ら
８
㎝
で
、
黒
褐
色
の

繊
維
状
の
鱗
片
が
あ
り
、
ヒ
ダ
は
、
白
色
で

湾
生
す
る
。

柄
は
５
㎝
か
ら
８
㎝
で
白
色
の
地
に
茶
褐

色
の
鱗
片
が
あ
り
、
上
部
に
白
色
の
膜
質
の

ツ
バ
（
内
皮
膜
）
が
あ
る
が
、
早
落
生
で
あ

る
の
で
、
不
明
瞭
で
あ
る
。

マ
ツ
タ
ケ
臭
は
一
番
強
く
て
、
マ
ツ
タ
ケ

よ
り
臭
が
強
い
。

バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
の
和
名
の
由
来
は
青
森
県

内
で
マ
ツ
タ
ケ
に
良
く
似
た
き
の
こ
が
、
雑

木
林
に
発
生
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
学
者

が
現
地
を
訪
れ
現
地
を
見
て
「
松
も
無
い
の

に
出
や
が
っ
て
、
こ
の
馬
鹿
が
」
と
言
っ
た

こ
と
か
ら
、
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
と
言
う
和
名
が

付
け
ら
れ
た
。

海
外
に
同
じ
き
の
こ
が
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
学

名
が
な
く
、
学
名
も

ト
リ
コ
ロ
ー
マ

バ

カ
マ
ツ
タ
ケ
と
言
う

学
名
が
付
け
ら
れ
た
。

学
名
の
ト
リ
コ
ロ
ー

マ
は
属
名
で
バ
カ
マ

ツ
タ
ケ
が
種
名
で
あ

る
。

（６）平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号

今
月
の
表
紙

磐
梯
山
の
隠
れ
た
名
所

「
イ
エ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ル
（
裏
磐
梯
）
」

（
福
島
県
猪
苗
代
町
）

こ
の
滝
は
、
磐
梯
山
の
北
側
（
裏

磐
梯
）
に
あ
る
爆
裂
火
口
に
で
き
る

黄
色
い
氷
瀑
（
氷
の
滝
）
で
、
冬
の

厳
寒
期
に
し
か
現
れ
ま
せ
ん
。
噴
火

口
壁
か
ら
し
み
出
す
硫
黄
分
や
鉄
分

な
ど
を
含
ん
だ
水
が
、
少
し
ず
つ
、

幾
重
に
も
凍
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ル
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
太
陽
光
の
当
た
り
具
合
に
よ
っ

て
は
黄
金
に
輝
い
て
見
え
ま
す
。

高
さ
は
約
10
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
約

８
メ
ー
ト
ル
で
、
黄
金
に
輝
く
造
形

美
は
圧
巻
で
す
。

見
頃
は
２
月
上
旬
か
ら
中
旬
ご
ろ

で
、
冬
に
し
か
見
ら
れ
な
い
滝
な
の

で
、
こ
れ
を
目
当
て
に
磐
梯
山
を
訪

れ
る
観
光
客
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

き
の
こ
特
集

ドローンによる画像撮影



小
笠
原
諸
島
に
は
、
貴
重
な
野
生
動
植
物

が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
移

入
等
さ
れ
た
外
来
種
が
そ
の
分
布
域
を
拡
大

し
、
小
笠
原
の
固
有
森
林
生
態
系
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
父
島
に
お
い
て
は
特
に

モ
ク
マ
オ
ウ
と
い
う
外
来
植
物
が
そ
の
旺
盛

な
生
命
力
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

モ
ク
マ
オ
ウ
は
モ
ク
マ
オ
ウ
科
モ
ク
マ
オ

ウ
属
の
常
緑
高
木
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、

マ
ス
カ
レ
ン
諸
島
の
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
太
平

洋
諸
島
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
外
観
は

針
葉
樹
に
似
て
い
ま
す
が
、
広
葉
樹
で
あ
り
、

葉
に
見
え
る
も
の
は
枝
で
葉
は
退
化
し
て
い

ま
す
。
一
八
七
九
年
に
イ
ン
ド
よ
り
輸
入
さ

れ
、
荒
廃
地
復
旧
の
た
め
の
造
林
樹
種
と
し

て
、
父
島
、
母
島
な
ど
の
各
島
に
植
栽
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
の
調
査
で
は
生
長
の
良
い
個

体
で
は
15
年
目
に
し
て
直
径
約
20
㎝
、
樹
高

17
～
18
ｍ
に
達
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
母
島
の
ア
カ
ギ
と
同
様
に
小
笠
原
の
土

地
に
適
応
で
き
る
「
優
良
」
な
樹
種
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

モ
ク
マ
オ
ウ
は
耐
塩
性
や
耐
乾
性
が
強
く

貧
栄
養
立
地
に
も
耐
え
る
た
め
、
岩
角
地
の

窪
み
や
割
れ
目
か
ら
も
発
芽
・
定
着
し
て
高

木
林
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
海
岸
風
衝

地
や
海
食
崖
で
は
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
ザ
ミ
等
、

岩
峰
や
尾
根
の
岩
角
地
で
は
コ
ヘ
ラ
ナ
レ
ン
、

ウ
ラ
ジ
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
等
の
希
少
固
有
種
の

生
育
立
地
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
タ
ー

（
落
葉
落
枝
）
は
分
解
が
遅
く
、
空
間
を
含

ん
だ
層
を
厚
く
つ
く
る
た
め
、
他
種
の
発
芽

を
抑
制
し
て
し
ま
い
、
モ
ク
マ
オ
ウ
の
純
林

が
形
成
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

兄
島
の
台
地
上
で
は
小
笠
原
の
固
有
種
で
あ

る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
幼
虫
の
生
息

地
で
あ
る
裸
地
が
、
リ
タ
ー
の
堆
積
に
よ
り

喪
失
し
て
お
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

の
数
を
減
ら
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
母
島
列
島
に
生
息
す
る
オ
ガ
サ
ワ

ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
に
と
っ
て
は
、
実
が
餌
と
な

り
、
通
直
な
樹
形
は
ノ
ネ
ズ
ミ
の
登
攀
を
防

ぐ
こ
と
か
ら
、
安
全
に
繁
殖
出
来
る
場
を
作
っ

て
く
れ
る
重
要
な
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
生
息

地
で
は
捕
食
者
で
あ
る
ノ
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が

完
了
し
た
後
に
モ
ク
マ
オ
ウ
の
駆
除
を
行
う

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
モ
ク
マ
オ
ウ
を
伐
採
や
薬
剤
注
入

に
よ
り
駆
除
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

高
校
生
や
東
京
農
大
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
と
一
緒
に
行
う
駆
除
活
動
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
少
し
ず
つ
で
す

が
固
有
森
林
生
態
系
が
回
復
し
て
き
て
い
ま

す
。
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
こ
の

小
笠
原
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
後
世
に
残
す

た
め
、
今
後
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（７）平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号

小
笠
原
の
固
有
森
林
生
態
系
を
脅
か
す
外
来
植
物

～
モ
ク
マ
オ
ウ
編
～

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

モクマオウの枝

モクマオウの枝に止まるオガサワラカワラヒワ

モクマオウ駆除に汗を流すボランティア

モクマオウの純林

(地表には落葉が厚く積もっている)



瀬
尻
森
林
事
務
所
は
、
南
ア
ル
プ
ス

せ
じ
り

の
西
南
部
と
な
る
静
岡
県
浜
松
市
天
竜

区
に
位
置
し
、
奈
良
県
の
吉
野
杉
、
三

重
県
の
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
と
並
ぶ
日
本
三
大

人
工
美
林
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
天
竜
杉
」

の
森
林
に
囲
ま
れ
、
森
林
率
90
％
を
誇

る
天
竜
林
業
の
中
心
地
に
あ
り
ま
す
。

私
が
管
理
す
る
森
林
は
わ
ず
か
一
四

〇
〇
ha
程
度
で
す
が
、
人
工
林
が
驚
愕

の
97
％
を
占
め
、
木
材
生
産
地
あ
り
、

新
植
地
あ
り
、
展
示
林
あ
り
、
保
護
林

あ
り
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
み
、
か
つ
過
疎
・
高
齢
化
問

題
を
抱
え
る
山
間
地
域
が
故
に
、
地
域

住
民
と
の
濃
密
な
接
触
が
自
慢
の
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
事
務
所
で
す
。

天
竜
川
流
域
に
最
初
に
造
林
が
行
わ

れ
た
の
は
室
町
時
代
で
す
が
、
「
今
日

の
天
竜
林
業
の
祖
」
と
さ
れ
て
い
る
の

が
、
金
原
明
善
翁
で
す
。
翁
が
天
竜
川

き
ん
ば
ら
め
い
ぜ
ん

の
相
次
ぐ
氾
濫
に
心
を
痛
め
「
河
ヲ
治

ム
ル
ハ
、
山
ヲ
治
ム
ル
ニ
有
リ
」
と
し

て
、
龍
山
村
瀬
尻
を
中
心
に
私
財
を
投

げ
打
っ
て
約
二
〇
〇
〇
ha
の
植
林
を
行
っ

た
こ
と
が
今
日
の
天
竜
美
林
へ
の
原
動

力
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
麓
か
ら
頂
ま
で
、
「
よ
く
ぞ
こ

れ
ほ
ど
見
事
に
植
え
た
も
の
だ
！
」
と

感
心
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
な
お
、
翁

が
明
治
21
年
に
植
栽
し
た
１
３
０
年
生

の
国
有
林
内
の
ス
ギ
林
を
「
瀬
尻
ス
ギ

展
示
林
」
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
一
度
足
を
運
び
、
翁
の
偉
業

に
思
い
を
馳
せ
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
瀬
尻
国
有
林
は
関
東
局
管
内

で
唯
一
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得
す
る

な
ど
、
ま
す
ま
す
林
業
地
と
し
て
の
価

値
を
高
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
に
は

浜
松
市
が
「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創

出
モ
デ
ル
事
業
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
天
竜
地
域
で
は
今
後
Ｆ
Ｓ
Ｃ

森
林
認
証
を
ベ
ー
ス
に
、
素
材
生
産
量

の
拡
大
や
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
確

立
、
天
竜
材
製
品
の
生
産
・
販
売
量
の

拡
大
、
新
規
雇
用
の
創
出
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
森
林
を
管
理

す
る
最
前
線
基
地
の
担
当
者
と
し
て
苦

労
を
惜
し
ま
ず
全
力
を
挙
げ
て
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
天
竜
ス
ギ
は
節
が
少
な
く
真
っ

直
ぐ
に
伸
び
て
い
て
、
赤
み
が
あ
る
た

め
水
や
シ
ロ
ア
リ
に
強
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
、
家
な
ど
の
建
築
材
と
し
て
最

適
で
す
。

こ
の
よ
う
に
林
業
活
動
が
盛
ん
な
地

域
で
す
が
、
管
内
に
は
静
岡
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ソ
バ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
が
自
生
し
て
お
り
、
毎
年
５
月

中
旬
に
な
る
と
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、

見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

一
帯
は
保
護
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
年
、
上
層
木
の
繁
茂
に
よ
る
光

環
境
の
悪
化
で
樹
勢
の
衰
え
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
に
上
層

木
を
間
伐
し
た
こ
と
に
よ
り
ホ
ソ
バ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
光
環
境
の
改
善
に
成
功
し
、

昨
年
は
多
く
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

着
任
し
て
も
う
す
ぐ
２
年
に
な
り
ま

す
が
、
山
仕
事
の
奥
深
さ
に
日
々
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
に
甘
ん
じ
る
こ

と
な
く
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
の
地
で
働
く
こ
と
が
出
来
る
喜
び
と

誇
り
を
胸
に
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平成３１年３月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１７７号（８）

人工林率97%を誇る瀬尻国有林

（FSC森林認証林）

金原明善翁と

瀬尻スギ展示林（130年生）
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天竜川沿いに広がる人工林

瀬尻森林事務所

福田森林官

「ホソバシャクナゲ」

静岡県指定の天然記念物


